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　　　　　藤塚八幡線吹き溜まり状況（縁石の前）
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　　　　　藤塚八幡線吹き溜まり状況（縁石の後）
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計算によって得られた路1二吹溜りの最深積雪．降雪強度と風速への依存性．を縁石の風上風下に分
けて示す．
Ca1cu1atedva1ue　ofnhemaximum　depth　ofdrifted　snow　on　lhe　road．Upperfigure　shows　ap舳ofwindward
of　concrete　bIocks　dividing　car　and　pedestrian，and1ower　figure　shows　a　part　of　leeward　of　the　concrete
b1ocks．
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向として現れている．これらの弱風域に対応して吹溜りが計算されていることも同時に表現
されている．
　3時問積算の吹溜りだけを示したのが図5である．図中，積雪深を地形の縮尺に対して3
倍にしてある．吹溜り領域（吹溜りの発生する範囲）が風速によって大きく変化する様子が
顕著である．風速5m／sでは路上全体にわたって積雪が生じ，いわゆる吹溜りは見られな
い．風速が大きくなるにつれて吹溜り領域が局在化し，積雪深も増加してくる．一方，吹払
いにより路面の露出面積も多くなる．こういう状況が起こると，実際の自動車の運転に障害
となってくる．
　全気象パターンについての計算結果を表2に示す．また，路上吹溜り量（積雪重量）を縁
石の風上と風下に分けて総量を調べると図6となる．降雪強度が大きくなると吹溜り総量が
増えること，また風速が大きくなると総量が減少することが明確に現れている．風速増加に
よって吹溜りと吹払いの二つの効果が現れて，路上吹溜り総量が減少することを示してい
る．
　交通障害には路面吹溜り総量よりむしろ，部分的に発生する吹溜りすなわち積雪の塊であ
ることから，計算結果に現れた縁石前後の最深積雪を示す図7となる．これを見ると，縁石
の風上風下とも降雪強度の増大および風速の増大に伴い，最深積雪が増加することが明瞭で
ある．この定性的傾向は雪国住民の感覚に一致しており，本数値シミュレーションは基本的
に妥当であると言える．
4．あとがき
　吹溜り発生の予測に関する研究の一貫として，数値シミュレーション手法を用いて路上吹
溜りの実験を実施した．使用したのは気象協会モデルで，これはPatanker（！980）のアルゴリズ
ムに基づいて気流計算を行い，これを用いて雪の浮遊，跳躍の両現象を計算するものであ
る．
　このモデルを用いて実際の道路断面について現地で想定される16ケースの気象条件（風速
および降雪速度の組み合わせ）で吹溜りの計算を行った．吹溜りの発生が多いと言われる山
形県庄内地区の県道，藤塚八幡線の大豊田地点を代表に選んだ．
　その結果，路上の突起となっている縁石（歩車道境界ブロック）の風上，風下で吹溜りの
多いこと，盛土の風上，風下で吹溜ること，さらに風速が大きくなると路上の吹溜り面積が
小さくなって雪の深さが増えること等が明らかになった．これらの結果はこれまでの現地で
の観測結果と良く一致する事がわかった．
　路上吹溜り発生の危険度予測手法に本シミュレーション手法を組み込むことは基本的に可
能であると言えよう．
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